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(255) 主

王葬の社会思想について

穂積文雄

孟子は「ことごとく書を信ずれば書なきに如かずJ"という。これに刻して F

長谷川如是閑は「己とごとく書を信ぜざれば書あ::;，に如かず」とし、う。前者は

書なきに如かずという。後者は書あるに如かずという。そのいうところは，正

反対であるu しかしながら，ことごと〈書を信ずることなかれというにおいて

は，ま司たしーに帰する。露伴学人にいたっては，さらに一歩壱すすめて，

痛快に喝破する。いわし

酒を飲んで酒に飲まれるなということを何処かの小父さんに教へられたことがある

が，書を読んで書に読まれるなどは，酒に飲まれたよりも詰らない話だ。人を飲むほ

どの酒はイヤにアノレコホノレの強い奴で，人を読むほどの書も性がよろしくないのだら

う。そんなものを書いて貰はなくてもよし、から，そんなものを読んでやらなくてもよ

し、理窟で. r一枚目げば肩がはら無し、J世をあっさりと春風の中で遊んで暮らせるも
のを9 下らない文字といふものに交渉壱もって，書いたり読んだり読ませたり，挙句

の果には読まれたりして，それが人文進歩の道程の，何のとは，はてあり難いことで

はめるがg どうも大抵の書は読まねがよい，大抵の文は害か旧がよL、。酒をつくら「

酒飲主 Fなら.r下戸やすらかに睡る春の夜」で，天下士平，愚痴無智の尼入道となっ
て，あかつぎのむく起きに，南無阿弥陀仏でも吐き出した方が湘落てゐるらLぃ"。

しかしながら，そういう口の下，いや，筆の下から，文を書き，書をつくっ

ているのであるから，かならずしも，書壱読むな，と，いうわけでも，あるま

い。要は，やはり，書は読むべし読むべからず，書を読むはよろしいが書に読

まれざること，なお，酒を飲んで酒に飲まれることなきがごとくなれ，という

におちつくものと解すべきであろう。そう解してさしっかえあるまい。そうい

えるであろう。

1l孟子」巻第十四，尽心章句上。
2) 幸田露伴「南生氏郷，平将門」大正14年，改造担ー 161-162頁。
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そういえば，たしかに，そのとおり。なるほどとおもう。わたくしにも，お

もいあたるところがある。書をよんで，どうかとおもう場合がす〈なくない。

いな，それどころか，逆なことがかんがえられる場合さえある。

たとえば，秦の始皇帝の場合がそうである。秦の始皇帝といえば，たいてい

の書には I焚書・坑儒」の暴君としるされている o まさに，ローマの暴君不

ロの東洋版みたいである。だから，始皇帝とは，なんとひどいやっか，まるで，

大江のながれを，さかしまにながれしめるようなことを，あえてする男だ，と，

おもっていたものである。ところが I史記」をひもとくと，その平準書に，

こうある。

虞夏の幣は，金を三品と為す。或は黄，或は白，或は赤。或は銭，或は布，或は刀，

或は亀貝。秦中に至るに及んで，一国の幣を二等と為す。黄金は鐘壱以って名づけ，
Lる

上幣と為す。銅銭は識して半両と日ひ，重さその文の如く，下幣と為す。而して，珠

玉亀貝銀錫の属は，器飾と為して宝蔵し，幣と為さず九

そして，それを読むにおよんで，始皇帝を見なおす気もちの生ずるのを，い

かんともすることができなし~じぷんを，みいださざるを得なかった。そのわ

けは，こうである。

そもそも貨幣の本質は，交換の媒介者であるとこるに存する。交換の媒介者

の具有すべき条件としては，すくなくとも，二つのものをあげる乙とができる。

1.運搬性 (portability)， 2. 可分割性 (divisibi.1ity)，および 3 耐久性

(durability) がこれである。そして，銭は， 当時おこなわれてし、た貨幣の中

で，もっともこれらの条件を具有レていたものである。論より証拠。始皇帝が，

一度，幣制を統一して銭にかぎるや，爾後，歴代の王朝，相承け相伝えて，こ

れを踏襲すること二千有余年，余勢，ついに，わが国にまでおよび，わが国に

おし、ては，今日，銭は貨幣そのものを意味するにいたり，フォ{クプ、監督鶴岡
ぜに

一人氏をして「銭のとれる野球をやれ」の語あらしめるにいたっていることは，

知る人ぞ知るととろのごと〈である。これによってこれ巷みれば，始皇帝は貨

3) 司馬遷「史記」三十j 平準書!第λ。
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r幣のまさにあるべきありかたを洞察レ，それにしたがったものなる壱知る。こ

れをたとえれば，水のひくきにつく理を知れその理にしたがって，これをみ

ちびくがごとくである。その理にそむいて大江の流れをさかしまにながれLめ

んとするがごときことをしては，いない。そこで，わたくしは，これは話せる

男だとおもわないでは，いられなくなったものである。そうおもってみると，

かれが，なかなか大した男であることが，しだし、に，わかって来たから妙であ

る。たとえば，今Hではどうか。われわれにはなじみのふかいあの教育勅語。

それは「朕惟プユ』にはじまし 「朕爾臣民ト倶ユ拳々服庸γテ威其徳ヲーニ

セ V ヨ 1ヲ庶幾ゥ」に終っている。あの「股」という語が皇帝専有の一人称と

なったのも，実に始皇帝のときにはじまる。その他，度量衡の統一，郡県制の

創設正，みるべきものは，すくなくない。かくて，そこで，わた〈しは，わが

国東洋史学の碩学桑原隙蔵博士がつぎのごと〈論断せられるのを見て，感激の

念を禁じ得ないものである。

支那四千年の史乗，始皇の前に始皇なし始皇の後に始皇なし。聴々者察せず，漫

に悪声壱放ち，耳食の徒随て之に和し，終に千古の偉人壱して，在げて栄約と伍せL

む。量に哀からずや九

また， Iハムレット」の場合が，やはり，そうである。あのシェークスピアの傑

作を読めば，だれしも戸ムレットの叔父クローディアスが，ハムレットの父寺

、殺し，母を寝どり，あまつさえ，ハムレットを亡きものとしようと陰謀壱めぐ

らす極悪非道の人間とおもわずにはいられない。かくいうわたくしも，その

人であった。わた〈しは，あえて「であった]という。それは，いまは，かな

ιずしも，ぞろではないからである。ぞれはなぜか。な忙がわたくしをそろさ

せたか。それは， 志賀直哉氏あらわすところの「クローディアスの日記J"に

ほかならなし、。そこでは，グローディアスが綿々と，犬略つぎのごとくに，い

う。 Iじぶんは兄を殺してはいないb ハムレヅトの暗殺など夢にもかんがえた

ことはない。それなのにハムレットは，そう信じているらしい。こまったこと

4) 桑原E官麗「聾始皇帝J (r東洋史説苑J，昭和2年6月初版，同4年4版， 416買。〉
5) 志賀直故「クロ デイアスの臼百己」。
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だ。かわいそうなやつ。はやくなんとかして， なおしてやりたい志のだ九千

うきいてみると，なるほど，と，いう気もする。すくなくとも，それをうち消、

すにたる根拠をみいだすことは不可能のようにおもわれる。これでは，かりに九

もし，円ムレヅトが，グローディアスを尊族殺人・殺人未遂のかどで訴え，検ー

事がクローディプスを起訴したと νても，法廷は無罪の判決寺下すのほかはな

いであろう o そうおもわれる。それだからである。

ジヱーグ λ ピアといえば， また， とういう例もあげ畠ことができる。 かれ

は， リチヤード三世を残忍で，勇敢で，派手なf句晶男の奇快な姿にえがく。ロ

γ ドγ塔に可憐な二王子を幽閉し，ついにこれを殺害させる U 描写は真にせま

る。か〈て、ンェークスピ7 はか机を犯人とする通説を強化する役割をはたす。

わたくしEもは，ぞれ争読むと1'，それを信ずる。信ずるほかない。信ぜざる→

を得ない。ところが，セイヤ-i:'、うひとが i時の娘Jを書く。そしてこのF

通説をくつがえず。冥犯人をへY リ一七世と断ずるら〉。そレて，それを読むと，

どうも，そうではないかという気になる。そういうと，それこそ「書に読まれ P

た」ものだ，と，わらいをまねくことになるかも知れない。あるU、は，ほんとう

は，そうなのかもしれない。しかし，そうとばかりもいえないのではないか。

かならずしも「書に読まれた」わけでもない。そういえるのではないかともお

もう。というのは，アンドレー・モーロアも， i幾人かの歴史家はリチヤード

三世の名誉壱回復しようと試みた」ことを認めているからである。もっとも，

かれは，こうつけくわえてはいるが， iしかし，どうも γ スークスピアを信じ

なければなら旧ょうである」η と。

だから，わたくしは，孟子・如是闘のいましめを至言とおもう。露伴のおし

えはわたくしのためには普知識。替々服庸しよう，と，むもう。わたくしは，

書を読んで書に読まれざ志こと，なお，酒を飲んで酒に飲まれるととなきが、

6) セイャー， r時の膿J(The Daughler 01 the Ti例，)。これは，わが国では，ちかごろはやり
の推理小説として，あつかわれている。高木彬光の f:?ンギスカ γの秘密」はz この書の手法に
ならコたものであるといわれるu
7) Andre， Maurois， Histoire d'Angleterre (Le li，v，Tt<_ dtl_ 1fo，che)， p_ 1:71，.水野成夫ー浅腎
晃和田顕太郎共訳「英国史」上巻.330-331頁也
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"ごとくあろう，と，おもう。 そうおもうわたくしであるが， 王葬の伝を読むと

き，とくに，そのおもい壱ふかくするものある壱おぼえざるを得ない。

けだし，王葬といえば，ひとは，すぐ，漢室の築奪者として，かれ壱非難す

る。偽善者として，かれを筆建する。冷血漢としてかれを憎悪する。たいてい

仰の書がそうあつかっている。し、な，ほとんどの書がそうあつかっている。そう

弘、っても，さしっかえはあるまい。しからば，それらの非難・翠盛・憎悪は，

ψ主たして正当なものであろろか。かれは，はたして，ぞれらの非難・墾盛・憎

;悪に該当するものであろうか。それらの非難・塑盛・憎悪は，はたして，確実

な根拠にもとづくものであろうか。はたして，妥当な断定にしたがえるもので

あろうか。わたくしは，それをうたがわざるを得ない。それだからである。

なぜか。それは，こうである。

ひとは，カれを，漢室の築奪者として非難する。だが，それは，おかしいの

ではないか。なんとなれば，中国は，もと，これ，易姓草命の園である。完舜

馬湯武以来，王朝あらたまること，それ，いくばくぞ。しかうして「孟子」に

これあり。いわく。

斉の宜土間ひて臼く，湯・傑壱放ち，武王・約そ伐てること，これありや。

孟子対1 て日<.伝にこれあれ

日く，臣にしてその君を殺す，可ならんや。

回く，仁を賊ふ者之壱賊と謂ふ。義を賊ふ者之を残と調ふ。残賊の人は，之を一夫

と謂ふ。一夫の肘そ訣せる壱閣く。未だその君を載せる壱聞かず叱
k 

かくて， Iわれを撫するものは，すなわち，わが若，われを虐みするものは，

すなわち，わが敵」である。かくて，天下はー姓の占有物ではない。それが中

国におけるありかたである。しかるに，王芥のみ，ひとれこれを漢室築奪者

七して非難するは，し、かがなものか。そも毛も，漢が天下をとれる所以は如何。

そのもといをひらける，高祖霊i邦は，なにものぞ。カれ，もと，微賎の出身，

布衣・白身。たまたま，秦政を失い天下大1=乱れたる Eきにあたり，風雲に乗

じて，これ巷得たにすぎな古‘ったのではないか。かれがこれを得たのはよいが，

8) r荒子I巻第三 梁恵王章句j 下。
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他のものが得るのはし、けなし、，と，いう道理はないはず。それも，漢室のもの主

がし、うのなら，まだしもである。じぶんたちの天下をうばわれたのであるから"

ぐちとして，ききながしてもよかろう，から。しかしながら，それでも，王芥

をとがめる権利は，ないはずである。いわんや，漢室に縁もゆかりもないもの

が，そもそも，なんの権利があって，主葬を築奪者として非難して，したりが

おをするのか。かんがえれば，おかしいことではないか。いな，おかしいをと

おりこして，おろかしい。まった<.おろかLいにも，ほどがある。そうし川、

たいところである。しかるに，みんな，よって，たかつて，馬鹿の一つおぼえ

のごとしかれを築奪者ιして非難する。それも中国だけに止まらない。わが
国民までもが，そのしりうまに乗って，そういってさわぎまわっている。王葬

己そ，よいつらのかわというものである。わたくしが，王葬のために，弁じた

くなるのも，むりではあるまいではないか。

ひとは，かれを，偽善者として笥盛する。だが，それも，げせぬのではなか

ろうか。なんとなれば，主葬の行実をみるに，漢書，王葬f云によれば，王のー

族，元后の故壱もって，多く「侯に封ぜられ，位に居り，攻を輔け，家，凡ぞ

九侯五犬司馬，唯，奔の父長蚤(早)死して侯たらず。葬の群兄弟，皆将軍五

侯の子，時に乗じて修廊，輿馬声色侠遊を以て相高き」切に反し，

「芥，独り孤貧，困りて節を折り，恭倹，干し経壱受け，柿郡の陳参に師事，曹j身博

学，被服儒生の虫口(，母および寡捜につかえ，孤兄子を養ひ，行甚だ軟(整〉備。:'1-，

外，英俊と交はり，内，諸父につかえ，つぶさに礼意あり。陽朔中，世父回大鳴軍 M

鳳病む。葬，疾に侍し，親しく薬を嘗め，乱首・垢面，衣帯を解かざるもの連月ρ，1U)>'

とある。

また。

「永始元年， 4.新都院となり， 爵位益尊〈して，節操愈謙。輿馬衣哀を散じ

て賓客に振施L-.家余す所無く，名士壱収隠し，将相卿大夫と交結甚だ衆し。Jl1l

とある。

9) 班固「漢書」九十九壬罪伝第六十九 L 
10) 同上。
11) 向上。
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また，

「遂に擢んぜられて，大司馬となり， 克己倦まず，諸賢良を聴し，以て按史ξ

なし，賞賜邑銭，ことごとしもって士に享し.ii!.. 11会事Jをなす。母病む。公卿列侯，

夫人を遣はして疾を聞はしむ。葬の妻，之を迎う。衣，地に曳かず。布，膝そ蔽う。

之壱見る者おもへらし僅使なりと。問ひて夫人たるを知り，皆驚く。J12)

とある。

読みきたれば，ことごとしこれ，美事・善行。称讃を受げてこそ，しかる

べきところ。他のひとの場合には，そうなるであろう。そういってもよいであ

ろう。しかるに，かれの場合はそうならぬのである。 I色，仁を取り，而して

行違う者邪Jt.S)ということになるのである。あるいは.I情を匿くして名を求め

ることか〈のごとし」ということになるのである。ただ「名誉の前人に過ぎん

こと壱欲する」聞ということになるのである。

まだ，ある。かれは，しばしば，優遇・加封・恩賞壱受ける。かれは，その

都度これを辞退する。そのたびに，ひとびとが，かれのために，奏上をする。

かれは，やむなしこれをうける。ときには，思賞の賜銭を貧窮者に施与する問。

それは，まことに， りっぱな行動である。他のひとの場合には，絶讃を浴びる

こと，うけあいである。そういってもよいであろう o しかるに，かれの場合は

そうではないのである。「葬，色属にして，言は方。為す所あらんと欲すれば，
あら

微かに風采に見はす。党与その指意を受けて之を顕奏す。葬，悌泣して固〈推

譲す。J::.以て惑う。J16)というそしりとなる。これを要するに，王葬における

かぎり，せっかくの美事善行もうわベだけだと，いうのである。みせかけにす

ぎ白とするのである。本心ではないとするのである。すなわち偽善だというわ

けである n なぜ，そういうことになるのであろうか。なにを証拠にそういうの

であろうか。おもうに，築奪者は悪人である。悪人は善行をなすはずがない。

12) 向上。
13) 向上!下。
14) 向上上。
15) 向上。
16) 同上。
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だから，それはうわべだけのことである。だがら，それはみせかけにすぎない。

だから，それは本心ではない，すなわち，かれは偽善者だ。そういう論理にす

ぎないのではないか。しかしながら基奪はかならずしも悪事ではない。そのこ

とは上述のごとくである。そうすれば，右の論理は昌明たた向ことにならねば

ならない。しかし，築奪のみが悪事ではなし、。いな，人の性はもと悪である。

そういうことも，いえる。げんに，有子はそういっている問。 しからば，この

品市理はやはりなりたつと，いわねばならない。そうも，かんがえられる。しか

しながら，その場合は，およそ，ひとはみな偽善者である1:.いうととにな

る。そうすると，主葬も人である，だから，王葬を偽善者と非難することがで

きるでもあろう。しかしながら，その場合は，王葬のみを非難ずるわけにはい

かない理でなければならなし」非難するなら，すへてのひとを非難せねばなら

ない。そうでなければならない。そういうことになるであろう。いな，それど

ころではない。この場合には，偽善は非難にあたいしない。むしろ称讃にあた

いする。 そういうことになる。 そうかんがえられさえする。渡辺一夫氏が，

「偽善のすすめ」同を草せられる所以である。

だが，しかしながら，性悪説をとらないひとに対して，この議論は効力がな

い。対抗できない。そういうひとがあるかもしれない。しかしながら，そのと

き，わたくしは，すこしも，さわがない。なんとな!れば，わたくしは，つぎの

ごとく.こたえることができるからである。

おもうに，およそ，偽善とはこころにもないことをするの謂である。うわべ

だけをかざる謂である。では，王芥を偽善者ときめつけるためには，かれの行

突がそのようなものであることを証明しなければならなし、そしてそのために

は，かれのこころの中をしらねばならない。だが，それのようなことが，はた

むて，できるものか，どうか。およそ，ひとのこころの中を，一体，だれが，

しることができるか。いかにして，しることができるか。それは，およそ，で

17)人之性悪。共普者偽也。Jr萄子J.巷第十七，性惑鯖第三十ニ。
18) 渡辺一夫「偽善のすすめ」大医朝日新聞I 昭和41年 1月9日.18頁。
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きぬ相談というものではないか。もし，できる，というなら，おそらく，その

場合，それは，じぶんのこころをもって，他人のここるをおしはかるだけのこ

とに市ぎないわけであろう。しかしながら，それで，もって，王葬を偽善者と

断ずることが，はたして，ゆるされるか。はたして，ゅt，されてよいものか。

また，それでもコて，主葬が，はたして，偽善者でなければならな¥'.と，い

うことになるものであろうかG わたくしは，うたがし、なきを得ない。この場合，

わ売〈じに， うたがいなきを得るのは，かえって，かくのご土〈して，主葬を

偽善者と断ずるひとひとこそ，偽善者の素質をそなえているにちがし、ない，と，

いうことでなければならない。わたくしは，そうおもわざるを得ない。なんと

なれば，もし，それが，かれら自身であったなら，それは，こころにもないこ

とである，と，いうことを，かれらみづから告白している以外のなにものでも

ないことに，ならなければならないはずで，あるからである。

ひとは，かれを，冷血漢として，憎悪する。だが，それは，はたして，ゆる

されることであろうか。

かれはその実の子孫壱殺した。それは事実である。しかも，三人まで殺した，

すなわち. I中子，獲，奴を殺す。芥，獲壱切責して自殺せしむ」問。「葬が子・

千，葬が衛氏を隔絶するを非とす。 芥聴かず。子，師・呉草，および，婦

兄・呂寛と議す。・ 宇，即ち，寛壱して，夜，血壱持ちて葬が第門に漉がし

む。 葬，宇を執へて獄に送る。薬を飲みて死す。宇が妻，子を懐す。獄に

繋ぎ，子在、産み己るを須ちて，之を殺す。」叫

親をもって子を殺すu 冷血漢といえば，たしかに，冷血漢である υ それに，

ちがいは，ない。しかしながら，中国では「大義親を減す」町るは美穂、とせら

れている。称讃されるところである円それ壱わすれるわけにはし、かないn それ

にしても，親として子を殺す。それは，あんまりだ，と，いうひとも，あるで

あろう。そういえば，それは，そうかも，しれない。しかしながち，それは，

四隠一一
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それだけに，とくに，たえがたいところでな付ればならない。それは，それだ

けに，とくに，なしがたきところでなければならない。 だが，また，それだけ

に，それは，逆に，それだけ，と〈に，称讃にあたいすることにならねばなら

ない。そうも，いえるで，あろう。しかしながら.主葬の場合には，そうはし、

われない。かれは，ただ，冷血漢，と，いわれるだけである。そういって，憎

悪をうけるだ付である。だが，しかしながら，それでよいのであろうか。それ

がただしい判決といえるものであろうか。わた〈しは，すくなくとも，わたく

しは，うたがし、なきを得ない。それは，わたくしにはs げせないところに属す

る，と. ，、え11.はたして，非か。

かれは，犬改革を断行した。その途上において，罪人が多く出た。 i天下著

書事然として，刑に陥る者衆く」悶. i諸侯駒大夫より庶民に至るまで，罪に抵る

者，勝げて数うべからず。」町そうしるされている。か〈て，かれは，苛酷と難

ぜられ，刻薄と怨まれる。しかしながら，おもう Ic. およそ，改章は，もと，

世のため人のために，よかれかしとて，おこなわれるを普通とす志。だが，ぞ

れにおいて.不利壱こうむz者も生ずるのぞれは数のまぬがれること能はざる

ところである。そこには同情に堪へ白場合なしとしない。そのことは，わたく

しといえども，これをみとめるにやぶさかなものではない。しかしながら，だ

からといって，これにしたがわないものをゆるすわけにはいかない。これ壱と

りしまらぬわけには，いかない。なんとなれば，そうでなくては，せっかくの

改革も水の泡と消える o 実をむすぶことができない。だから，これをゆるさぬ

のは，あたりまえでなければならない。これ壱とりしまるのは正当でなければ

ならない。そうである以上，たとい，冷血漢とそしられても，憎悪せらるべき

ではない。それは，あまりにも，明々白々なるところに属しなければならないσ

しかるに，ことが王葬のこととなると，そうは，いかない。かくて，かれは憎

悪せられることとなる c それでは，それは，なにによって，そうなのであろう

22) 班固「漢書」二十四食比五j 第四上ロ
23) 班固，向上I 九十九，主事伝j 第六十九中。
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か。あるいは，罰せられるものあまりにも多きによるものでもあろうか。し古》

しながら，との場合，もと，数の大小・多少は，よし正邪曲直を決する所以

ではないはづである。孟子は Iみづからかえりみて縮くんば，千万人といえ

ども，われゆかん」聞といった。そして， そのことばは，ひとの称讃を博する

所以ではなかったか。しからば，王葬は称讃号博してこそ，そのしかるべきと

ころではないか。しかるに，かれは憎悪をこう Uらねばならなし、。なぜか。わ

た〈しには，そのわけがわからない。もっとも，そうは，いうものの，その場

合.改革そのものの良否・善悪が問題となる。そういうひとが，あるかも，し

れない。その改革がよいものであれば，罪はそれを犯かしたものにあ &0 しカト

しながら，それがわるいものである場合kは，責は改革者にある。そして，そ

の場合，かれl:t""冷血漢のそしりを廿んじて受付なければならないであ再号。

それは，みとめなければならないところである。ところで，それでは，王葬の

改革は，どうであるか，その善悪・良否は，はたして，如何。かくて，ここに

おいて，ついに，かれの改草そのものが，問題となる。だが，わたくしは，か

れの改革をもって，かならずしも J わるいものとは3 おもわない。その理由はv

ほかでもない。そこに，社会思想をうかがうことができる。そして，その社会

思想は，かならずしも，わるいものではないことをみとめなければな色なし、

それだからである。すくなくとも，わたくしは，かれの井田制復活と五均・六

莞の設置に，おいて，そのしかるを，みとめなければならなし、。しからば，そ

れらのものは， t 、かに，そうあるか。

まづ，井回制の復活よりうかがう。

漢書をみると，その食貨志にはつぎのごと〈しるされている。

今天下の田壱名づけて王国と日ひ，奴稗壱私属と日ひ.皆売買することさ長得ず。其

の男口，八に満たずして，而して田ーム井に過ぐる者は，余日壱分かちて九族郷党に与

ふ。令法壱犯せば死に至る'"。

24) r孟子」公孫丑章句上。 r自反而柑，雄千万人吾佳央J.
251 盟凪同上二十同食貨志第四，上。
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これによって，これ壱みれば，主葬が古代周室至治の世に行はれたとったえ

られる井田制を復活せんとしたものであることは，多言をもちびずしてあきら

かなるところに属する。けだし，周室の世における井田制について論r"， は孟
子にはじまるが，その「孟子」に，われわれは， つぎのごとくしるされるをみ

るカ通らである。

詩にいわじわが公田に雨ふり，ついにわが私におよぶと。 方里にして井p 井

は九百畝，その中を公用となす。人家みな百畝壱私L.おなじ〈公団を養ふ。公事お

わりてしかる後あえて私事をはじむ。 これその大略なり問。

孟子，はじめて，これを説いてより，後人，多しこれを信じて疑はず，も

って，今日にし、たっている。もっとも，孟子の説〈ところ，きわめて簡略，た

めに，その細部にいたっては，後の学者，往々，そのみるところをことにし，

議論区々百出の状を呈した。たとえば焦盾の「孟子正義」の註にあげるところ

のごとき，細字でー頁をうづめるをみる。もとより，いま，ここに， .......... t: ，そ

叩論議をあげつらういとまはない。また，その，必要もあるまい。けだし，こ

こでは，ただ，後の学者，多しこれを信奉する旨をしればたるからである。

しかるに，己れに対し，疑をさしはさむもの，かならずしも，なしとはしな

い。そのようなものは，現実には存し得ないのではないか。己れは，儒家の理

想、を美化し，それを占代周室至治の祉に托したにすぎないのではないか。そう，

うたがうのである。そしてそのよってきたるところは，こうである。

也し，詩の文句の公田，私回が井田のことであるとすれば，一体，どうなる

か。わっか一星の地に雨が降る場合，公私の別なく一度に降るであろう。まづ，

公団に降り，しかる後に，私回におよぶ。そういうごとが，はたして，ありう

芯であろうか。そういうのである。

かりに，ありうるとしアても，およそ，地勢は不等である。山あり，谷あれ

河川あり，沼沢がある。かならずしも，平地・方形とはかぎらない。しかるに，

井田は方里の地を井形に九等分するとしづ。どこまで，それを実施しうるか。

26) 孟子」巻第五a 膝士公章句，上。
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そういうのである。

しかしながら，それに対しては， I周礼」をみよとこたえるものがあるかもし

れない。なんとなれば I周礼」には，井田制に関する詳細な記述がある o そ

こでは，土地の不等性は，これをみとめている。そして，それに対する考慮が

はらわれている。そして，その調整が規定せられている。それなら，井田制は

実施できzわけである o しかしながら，この「周礼」が，実は，くせものなめ
である。従来，それは，周公の作，と，ったへられてきた。しかしながら、今

日では，前漢末期，儒家の創作にかかるもの，と，する説が有力であるべ E

葬のプ Vイγ ・トラストの一人劉散の子になる，じいう説さえあるくらいで

ある。そうすると，己の反駁は，その立論の根拠壱失う己とにならねばならな

い己とになるであろう。

しからば，井田制は，単な5儒家空想、の産物にすぎないものであるか。わた

くしは，すくなくとも，わたくしは，かならずしも，そラは，おもわなし、。な

芯ほど，孟子のえがいたままのものが，周代に存したとはし、えないであろう。

なるほど， I周平LJにG3すがど左き高度の整然たる土地制度を周代に想定す

ることはむづかしいであろう。だが，しかしながら，これを十地公有制度とい

う点にかぎってみれば，どうであろうか。その場合，それは，かならずしも，

その存在を否定せねばならないものでは，ないであろう o いな，それどころで

はない。それは存在していた。そのこ Eはみとめぬわけにいかなし、。けだし，

これを東西の史実に照らしてみても，その存在は肯定せられるところである。

これを社会学の理論に徴してみても，その可能性は認容せられるところである。

それだからである。

けだし，人類が，は巴めて，この地上にそのすがたをあらわしたとき，に，

さかのぼってみれば，それは，あきらかであろう，そのとき，かれらの生活は，

いかに，あったであろうか。力は牛におよばぬかれらである。走ることは馬に

27) 小島祐馬博士「支那古代の社会経済E想」 砦波講座「東洋思潮」一昭和!l年11月。 r古代交
那研究」昭和18年2月，所収 (259-260頁)ロ
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しかざるかれらである。その唯一ともいうべきとりえである道具といっても，

まだ，きわめて，おそまつなものであったにちがいない。果実・球根をたづね，

J鳥獣をおい，魚介をもとめて，一所不住，はてしなき待偉流浪にあけくれてい

たことであろう。そのゆくてが，険峻にはばまれたことも，しばじばあったで

あろう。猛獣毒蛇のために危難におちいったことも，めづらしくはあるまし、。

いな，きびしい外気に対処することだけでも，かれらにとっては，なみなみな

ら血ものが，あったことであろう。そうおもわれる。おそらく，ひとりだちで

は，一日もすごしがたかったことであろう。もし，かれらが，ピューハー教授

の想定するがごとき個人的食料探究 (individuelleN ahrungssuchc)院をこと

としていたとすれば，かれらは，たちまちの中に，地上から，そのすがたを消

していたにちがし、ない。ところが，事実は，かれらは，産んで，殖えて，地に

満ちている。これによって，これをみれば，かれらが群生していたととは，こ

れをみとめなければならないであろう。そして，もちろん，ぞのような段階に

おいては，群 (Horde) といっても，そう大きいものではあり得まい。せいぜ

も、，三・四O人ぐらいからなりたっていたでもあろうか。かれらのいとなみは，

すべて，この群において，おこなわれたにちがし、ない。そうかんがえられる。

共同に生産し，共同に消費する。外敵に対しては，もちろん，共同に防衛し，

共同に攻撃する。すべては，群のいとなみにほかならなし、。そして，それは，

ただ，本能の命ずるところである。ただ，本能の命ずるままである。そういう

ことであったであろう。したがって，そごには，個人の意識は，まだ，みられ

ない。 Iわれ」と「なんじ」の感念は，まだ，ない。したがって，そ乙には私

有財産は，まだ存在しない共産の状態であったであろう。そうかんがえられる。

そういってよいであろう。

このような状態カ九、つまでつづいたであろうか。やがて，かれらは，lh僅流

浪の生活から足をあらう。しどいに，定住のそれに入る。そして，狩猟は牧畜

に，採集が農耕にすすむ。しかしながら，そのはじめにあっては，依然として

.28) K<tr! Bucher-， DiB E:川山何時 derVulk~ 山γ叫ん“:ft ， 5S. 9 ff.， 47， 30. 38 
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共産の状態がつづくであろう。いな，生産力のひ〈い聞は，牧畜や農耕は，む

しろ，かえって，共力の必要壱増大する所以でさえあったであろう。たとえば，

開拓・治水・擢i翫等，そのどれをとってみても，多数人の共力を必要とする。

だから，そこでは，共産は，かえって強化される。そうかんがえられさえする。

かくて，そこには，われわれは，いわゆる原始共産体をみいだすことになる。

いま，支那人も人類であることに，かわりはない。それなら，支那人にも，遠

い昔，そういう時代があったはづである。そうかんがえてよいであろう。また，

八家が公団を耕作するということも，欧州中世の封建制度の下における，義務

労働 (Di四 st，Service)労働地代 (Arbe.itsrent)壱想起すれば，なんら異とす

るにはあたらないところであろう。いわんや，周代が封建制度といわれるにお

いて，それは，なおさらのととで，なければなるまい，うみてくると，井田

の制は，かならずしも，無から有を生じたものとはし、えないn 空想の産物とは

いえない。そういうことになるであろう。おそらしなるほど，孟子の時代，

すでに，ほろびていた。それはたしかである。しかしながら，その遺習，乃至，

その伝説の，なお，存するものがあって，孟子が，それ壱美化，理想化した。

そうかんがえるべきであろう問。

しかしながら，それでは，それはどうして崩壊したか。中国では，秦の商鞍

がその責任者正せられている。 r秦に至りては， ・・商鞍の法を用いて，帝王
の制を改め，井田を除きて，民売買する壱得，富者は田1f栢を連ね，貧者は立

錐の地亡し。J鈍〉とある。しかしながら，わたくしは，これは，どうかと，おも

う。なるほど，商鞍は生産力の増大を意図した。そして土地の開墾を奨励した。

そのために，土地の私有を許容した。いまわれわれは，井田制の根本原理壱土

地公有においてみEめる。そのかぎり，土地私有の許容は井田制の破壊を意味

する。だから商鞍は井田制を破壊したものである。そのことにまちがし、はない。

それは，みとめなければならない。しかしながら，だからといって，井田制崩

29) 小島祐馬博士1 前掲書， 259頁。
却〉班固「漢書Jコ十凪食貨志，第四!上。
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壊の責任を商鞍に負はせるのは，いかがなものであろうか。けだし，農耕の発展

は，その集約化をきたす。集約化は土地と耕作者の親和関係を緊密化する。い

きおい生産性向上の要請によれ耕作者の土地占有が固定化し長期化すること

になる。その結果，占有の私有への変化を生ずる。「所有権の魔力は砂礁を化し

て黄金とする J31) ということばは，この間の事情を説明しえて妙である。だか

ら，たとい，商事長出でずとも，井田制は崩壊する。必然に崩壊する。崩壊すべ

き運命をもっo そうし、いうる。「春称」魯の宣公の15年， I初めて，畝に税す」叫

と見えている匂それは井田制の崩壊をものがたる。けだし，井田制の下にあっ

てはs 公団の収入の外，また，税はないはづである。 しかるに I畝に税す」

るは，すでに井田制の崩壊せるをものがたるものでなければならない。それだ

からである。だから，井田制の崩壊は商鞍の出づるをまって，はじめて生じた

ものではない。商鞍は，ただその大勢号明察し，よくその大勢に順応したにす

ぎない。だから，かれは井田制の崩壊の責任者ではないのそういうことに，な

ιなければならないのそれでは，責任者でないかれが責任者とせられたのは，

何が故か。そういう疑問がおこるでもあろう。おもうに，先秦時代，諸子百家

がならびおこった。かれらは，たがし、に他を排済した。いわゆる I途同じか

らざれば，ためにはからず」制〉であった。その場合，儒家がその理想とする井

田制の破壊者として法家の雄商執を告発するにふしぎはあるまい。いわんや，

商鞍は焚書坑儒のにくむべき所業壱あえてした秦の宰相，しかも，げんに，土

地私有の政策壱実施した実績まであるものであるにおいておや。

それは，ともかく，それでは，井田の法は，社会思想、として，いかなる意味

をもつものであろうか。おもうに，それには，およそ二つのものがある。わた

くしは，そう，かんがえる。

そのーは，土地の公有思想である。それは，さきに述べたるところよりして

あきらかなところである。だから，いま，あらためて，の Jくるにもおよぶまい。

31) Arthur Young (1741-1820) 

32) 院院「春枇左伝注疏」巻第二十四，宜十五年。
33) 司馬遷. r史記J.;'、十三}老子韓非列伝第三。
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そうおもわれるかもしれない。だが，つけくわえておきたいことがある G それ

は，ほかでもない。中国は当時，農業経済の段曜にあ η た。農業においては，

土地は生産手段である。しかも，もっとも重大なる生産手段である。しからば，

すなわち，土地の公有は生産手段の公有にほかならない。しかも，もっとも重

大なる生産手段の公有にほかならない。それなら，われわれは，井田制の主張

において，土地公有論をきくわけであり，土地公有論において，生産手段の公

有論をきくことができるわけであわそして，そうすると，われわれは，その

かぎりにおいて，そこに，近世においていうところの，社会主義思想をみいだ

すことができる。そういうことになる。いな，そういうことに，ならねばなら

ない。

いま一つは，均分の思想である。そもそも，この均分思想、なるものは，もと，

儒家にあっては，とくに，重んぜられたところのものである。それは，子L子の，

つぎの有名なる語によって，あまねくしられているところである。いわく。
寸〈危 とぽ

園を有ち家を有つ者は，寡吉を息へずして，均しからざるを息ふ。貧しさを息へず

して安からざるを患ふ。けだし，均しければ貧しきことなし和すれば寡きことなし

安んずれば傾くことないの。

ついでながら，清の宝応劉宝楠の「論語正義JIこし、う。

案ずるに，繁露(董仲釘， r春秋畢露」度制第二十七， 訳者)， r貧しきを患へずして，
均しからざるを息う」とヲ|く。観書，張智恵伝も同じ。付だし，貧しきことは均しか

らざるに由る。故に下文に均しければ貧Lきことなしといへり。論語本，その文を錯

綜し，而して繁露は，すなわち義に依りてこれを引く。故に同じからざるなれ

小島祐馬博士も，また，つぎのごとくいわれる。いわく。

この本文には恐らく誤字1IT字があらうと思ふ。「不思貧而息不均，不思寡而息不和」

と為し「安無傾」の三宇を削らば，宇もなだらかに意も通ずる冊。

そして，わたくしも，そうおもう。そうすれば，各句の音が照応する。だか

ら，なほさらである。

しかし，いづれにしても，そこに，均分の思想、壱みるこ正には，なんら，か

34) 論語」苧民第十声。
35) 小島祐馬博士j 前掲書， 256頁。
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あ

これ巷説〈。その故は，ほかでもない。との均分の思想、がきわめて重犬えて，

ヵ、

〈異説ある壱見ては，ここに，これに関説せざるを得なかったのである。ベダ

y トの徒とのそしりをまねがれることができれば，さいわいである。

いささかはなしが，ほんすじをはなれすぎたきらいがある。

そこで，はなしを本すじにもどす。かし儒家にあっては，均分思想を尚ぶ孟

ぞれに関して，きわめて，重大であるのだから，なるが故である。それは，

子は笥子と並ぶ儒家の隻壁である。だから，かれが均分思想をいだくは異とす

るにあたら白。けだし当然とすべきところである。ただ，かれは，

その公有をもってした。そ

それを，土

それに，加ふるに，地について強張した。そして，

こにわれわれは，かれの偉大さをみることができる。そういってよいのではあ

るまいか。すくなくとも，わたくしは，

ところで，均分思想は，いうまでもなく，平等思想に通ずる。そして平

そうおもう。そうおもわずにはいられ

われわれは，井田制の主

ない。

等思想は近世社会主義の基調を構成する。しからば，

張の中に近世社会主義のいぶきを感じるべきである。ぞう，いうても， よU、古ヨ

とおもう。はたして，いかがなるものにや。

これに類Fるかんがえはひとり主葬の改草においてのついでながら，なほ，

しかも，しば!し1;1'，みられる。みられるものではない。その他においても，み，

哀帝の世の師丹みられる。かれ以前にあっては，武帝の世の董仲害予の名目策，

の限国策を指摘することができる。かれ以後においては，膏の武帝の占回策，

その後，南北朝の歴代から陪を経て，肩代中葉後貌の孝文帝の世にはじまり，

あらためて多その尤なるものであること，まさに，におよぶ均四制のごとき，

しるされている。

言壱要しないところであろう。

五均・六莞をうかがう。

つぎのごとく，

つぎに，

漢書，食貨志をみると，
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しゃ

(奔日 (.Jそれ，周礼に験貸あり，楽語lご五均あり。伝記に各斡あり。今，験

貸壱聞き，五均を張りて，諸の斡を設<~は，衆庶を芹うし，井兼を抑ふる所以なり，

と。ついに，長安および五都において，五均を立て，長安の東西市の令，および，洛陽

郎曜日・臨歯・宛・成都の市の長をあらため名づけて，みな五均司市師となし，東市壱京と

称し，西市を畿と称し，洛陽を中と称し，余の四都は各東西南北壱もって称となす冊。

ここに，楽語に五均あり，とあるが，この書，いま，亡逸伝はらず。しかし

CIょがら.e:墳なるものが，つぎのごとく注している。いわく。

天子，諸侯の士を取り，以って五均壱立つれば，則ち市に斗買なし四民常に均し

し覇者，弱を困u，，，ととを得ず，富者，貧を要するととを得ず，則も公家仁余り
あり，思，小民におよぶ問。

いま， これによって， これをみれば，それは物価調節の官である。そのこ

とは，多言を要せずしてあきらかなところであろう。そして，いま，その作

d用をうかがうに，漢志のしるすところによれば，それは，つぎのごとくであ

る。

衆民の五穀・布吊・締献の物を売買し，民の聞に周くして，而して讐れざるものは，

均官以ってその実壱考検するありて，その本買をもッてこれをとり，銭を折せしむる

なじ。万物昂貴して平を過ぐること一銭ならば，則ち干買を以って民に売る。その買
か

民践にして平を減ずるものは，民のみづから相ともに市ふをゆるし，以って貴庚する

ものを防 C"困〉。

そして，かくのごときを，おこのうのことは，また，かならずしも，王芥に

かぎったことではなし、。かれよりまえ，すでに，武帝がおこなっている。すな

わち，有名な，平準・均輸がそれであるロ 「史記」にくわし〈みえている。い

ま，その詳をつくすいとまはないが，要するに物価調節のしくみである。その，

安い時に買し刈、れ，高い時に売りはなち，もって，物価を調節せんとするしく

みすなわち，平準である。その安い所で買いつけ，高い所に売りはらい，もっ

て物価を調節せんとするもの，すなわち，均輪であるc

しかしながら，かくのごときは，武帝の平準・均輸よりも，さらに，その以

36) 班固向上下。

:37) 同上。
~8) 向上。
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前にさかのぼって，乙れをみいだすことができる。そういうひとも，あるであ

ろう。 し、かにもそのとおりである。なんとなれば， われわれは， I管子J国

蓄篇に，つぎのごとき記述があるのを，みいだすことができるからである。い

オっく。

それ，民，余りあれば則ちこれを軽んず。故に人君.これを赦するに軽ぎを以って

す。民，足らざれば則ちこれを重んず。故に人君，これを散んずるに重きを以ってす。

これを倣積するに軽壱以ってし，とれを散行するに重壱以ってす。故に，君，かなら

ず，什惜の利ありて，財の横(平均価格ー訳者).得て而して平らからなり別〉。

「管子j二十四巻・八十六篇，管仲の若はすところとったえられる」とひさ

しい。しかしながら，管仲は，春秩のはじめの人。富国強兵の術に長じ，斉

の桓公壱たすけ，区々の育園をもって，よく諸侯を九合し，九州をー匡し，周

室壱さしはさんで，天下に号令し，ついに，覇業を成就せしめたあの有名な大

政治家である。しかしながら，実は，かならずしも，みな，かれの撰するとと

ろではなν。春秋戦国の時代から前漢の初期にかけて，多〈のひとの手になる

ものに，冠するにかれの名寺もってレたものとせねばならないようである叫。

くわじい考証は，ここには，こ1れをはぶき，ただ，つぎの事例をあげるにとど

める。けだし，もって首肯せしむるに足るものがあるであろう。事例というの

は，ほかでもなし、。書中，往々，管仲死後の事蹟がみられるということである。

たとえば，つぎのごとくである。いわく。

楚王細腰壱このむ。而して美人，食を省く。呉王，創をこのむ。而して国士，死守

軽んず山。

また，いわく。

毛嫡・西施は天下の美人なり。怒気壱面に盛んにすれば，もって，このむべしとな

す品たわず42¥，

また書中，鋳貨の流通を記すところがある。しかるに，そのとと，戦国のこ

39) 菅干」国蓄。
40) 例へば 羅根沢「管子昨源J.木村英一教授の管干の成立に関する研究，ぞ見よ。
41) • r菅干」七主a
42) 岡上，小称。
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ろの己とに属する。はやくとも，春秩の末期よ町さかのぼること，はなはだし

からず。そろかんがえられる。よって，われわれは，それが，かならずしも，

管仲の時代になるものにあらざるを，しることができるであろう。

これによってこれをみれば，それに，管仲以後のひとの手によって， くわえ

られたところあるは，あきらかなるところに属する。そう，いわなければなら

ないであろう。

さらに. I管子」の内容は種々の学派の思想をふくむをみる。 したがって，

「管子jはあるいは「法家」者流に入れられている。あるいは I道家者流J

4こ入れられている。 また，ときに.I雑家者流」に入れられている。 よっても

って，そのことをうかがうにたる。そういってよいであろう。それで，われわ

れは，それが，一人の手になるものでなく，多くの人の手になるをしることが

できるであるおそして，そのよってきたるところは，おもうに，諸子百家，

:甲論乙駁せる当時，論者，自己の論議に箔をつけ，権威あらしめんがため，こ

の大政治家に仮託したるによるものでもあろうか。かつて，これをきい明治

の初期， 自由民権者流の遊説はなやかなりし当時，犬養毅，東北遊説のみぎし

さかんに泰西高名の学者の名に託l.-.そのつくるにおよんで，いわく。 Iかの

泰西の有名な芯学者カツレツ民いわ(J.Iかの泰西の有名なる学者ピフテキ氏

いわ< 1 1:。ただし，わたくしは山、ま，その確証壱呈出するを得ない。ただ，

「あるべくなからんやJといふのみ。しかしながら当時. Iスタイソ(石)で，

固い頭を敵き破りJ という)11柳が行はれたることは， 穂積陳重博士の名著，

「法窓夜話Jに，みえている叫。「目の下にあたらしきことなし]という。およ

そ，ひEの， なすところ， かんがえるところ， 大なるちがし、なきものとすれ

ば I莫須有」の語，かならずしも，一笑に附すへきでもあるまいか。しから

ば，あるいは，右のごとく解して，さしっかえあるまいか。

こう，かんがえてゆくと，武帝のころの政策に「管子」がとりいれられたの

か。はた. I管子」の中に，武帝のころの政策がとれ、れられたのか。にわか

43) 璃積陳重博士「法窟直話J218買。
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に断を下しがたいものある壱，おぼえざるを得ない。しかしながら，いづれに今

しても，かくのごとき，かんがえが王葬にはじまるものでないことは， うたがー

いなきところである。そういうことは，できるであろう。ついでながら，それ

らのものは，かれ以後においても，また，みるをうるところに属する。これ壱

たとえば，王安石の市易法のごとき，その好例たるを失わない。

つぎに，六莞は伝記による， とあるが，その伝記というのは，漢代の制度政

策壱論じたる諸書とかんがえられる叫。そして， I斡は幹にして， 或は莞若し

くは管に作札 当時， 財貨を幹主するの意に用ひらるj必〉 といわれる。そし

て，その幹主するところは，いま，漢志にみえる，つぎの記述によりて，これ

を， うかがうことができるであろうコいわく。

名山・大沢・塩鉄・銭布品・五均除貸，斡して県F白'にあり云々 ")。

要するに，それは，経済に対して干渉するものである。ーの統制経済である。

場合によりては，それは，専売に類するものである。そうかんがえられよう。

そして，それらの政策が，すでに，当時の諸書に見える，というのは，もっと

もなことである。というのは，これらの政策も，また，すでに，武帝のときに，

おこなわれているからであるo その塩鉄の専売のごとき，まことに，その最た

るものとして，指摘することができるであろう。くわしいところは，史記，平

準書にゆずる o だが，そういフたからといって，かならずしも，武帝のときに

かぎ志というのではなし~規模は武帝のそれにおよばないにしても，その前に

あっても，かならずしも，みιれ白わけでもない上うである。 もちろん， I管

子」にもみえている。たとえばつぎのごとくである。

桓公日〈。然らば則ち.吾何を以って国を為めん。管子対へて日<.唯，山海を管

するを可とするのみ判。

そして，それは，ひとり，塩鉄のみにとどまらず，一般鉱産におよび，さら

44) 加藤繁博士訳註「史記平準書漢書食貨志J213頁。
45) 向上。
46) 班固，漢書，二十四，貴貨志j 第四y 下。
47) r菅子」海王篇。
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に進んで，森林・沼沢にいたるをみもしかし，ここには，一々ヲ|かない。そ

のいとまがないからである。だが，武帝E管仲との元祖あらそいとなると，解

答はさきの五均の場合とおなじことである。だが，それが，主葬にはじまるも

のでないことも，また，五均の場合と同断である。そのことは，いうまでもな

し、。

ところで， しからば，この五均・六発の社会思想における意味は，いかにあ

るであろうか。それには二つのものをあげることができるであろう。わたくし

にはそうおもわれる。

そのーは，求利の抑圧である。そして，それは，利潤の否定に通ずる乙とに

なる。そう解するιとを，さまたげないであろう。

その二は，経済の統制である。そしてそれは，統制経済につらなもそう解

するを，さまたげないであβう。

そして，この二つのことは，またいづれも，近世における社会主義に通ずる。

そのこ k壱.わすれあわけにはいかない何ぞういっても，よいであろう。

それから，ここで，注意しておかねばなら凪ことがある。それは，ほ由でも

ない。これらの政策は，むしろ法家のそれというべきものである。儒家のもっ

て，このましとせ自ところのものでなければならない。儒家の唾棄するところ

でなければならない。そういっても，はなはだしきいいすぎとはならないであ

ろう。 I塩鉄論」などみると，そのことが，はっきりと，うかがえる。しかる

に， 後に述べるごとく， 王葬は儒教に心酔するc しかも， その狂信者にちか

い。そのかれが，儒家の唾棄する政策をとることは，おかしい。そうかんがえ

られるかもしれなし、。しかしながら，それは，かならずしも，そうではない。

それはかならずしも，おかしいことではない。そのことである。というのは，

こういうことである。なるほど儒家は礼治主義である。法治主義を排する。し

かしながら法は礼より出で，礼は法に発展する。このことは，穂積陳重博士が，

その法律進化論において夙に解明せられたるところに属する叫。はたして，儒

4削 穂積陳重博士. r祭記IAネLと法樟」
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家から法治に近い思想を説くものが出るにいたっている n 手|子の後壱ついで育

ち，孟子と並んで儒家者流の隻壁k称せられる有子が，実に，その人である。

かれは，孟子が孔子の主観的方面を昂揚して仁義を強調するに対して，その客

観的方面を展開して礼教を高唱したが，礼の維持者たる後王の道を尊ぶ。後王

の道は，すなわち法家にちかし、刷。 そして，王葬の言の中に，われわれは，そ

の後主の道な呂ことばをみいだすことができる問。 それならば，儒家の狂信家

王葬において，これらの政策がとりあげられても，それはかならずしもあやし

むにはあたらないところであろう。

ところで，井田はもとよりのこと，五均にしろ，六努にしろ，いづれも，そ

の思想なり，実践は，かならずしも，王葬の独創に出るものではない。そのこ

とは，上述せるところによりて，あきらかとなるととろのごとくである。しか

しながら，その場合，そこに，王奔のそれとそのほかのもののそれとの聞には，

一つの大きなちがし、があって存する。われわれは，それをみおとしてはならな

い。たとえば，董仲野・師丹の場合壱みよ。それは均田ではなく，それは限固

にすぎ向。そこにみられるものは，所有の制限である。そこに公有思想平均分

思想が見られるとは，かならずしも，し川、得ない。そういうことになるであろ

う。また「管子」ゃ，武帝におけ志均輸・平準，専売の法を見よ，それは，む

しろ，支配者のためのものであiS，正いうべ雪かのご丹くであるのそういう傾

向がみられる.というべきかのごとくである。けだし，それは，もと，支配者

の財政収入を増大せんがためにかんがえ出されたものとみられる。そのために，

支配者が，利益壱聾断せんとするものとみられる。そのために採りあげられた

ものとみられる。どうも，そう，みられる。それは，蔽ひがたい。ぞれは，い

なみがたし、。どうも，わたくしには，そうおもわれる。それだからである。も

っとも，その場合でも，それらのものの，本質かちして，それらのものが，民

衆の利益に合致することは，ありうるところであるo そのことがさまたげられ

49) 昔子」巻第三非相篇j 第五。 r佳王者天下之君也。舎盛王而道」二古。昏之是猶舎己之君。
市事人之君也。1

50) 班回向上a 九十九王葬伝，第六十九!中。
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ねばならないといういわれは，かならずしも，存しない。それは，いうまでも

ない土ころである。しかしながら，その場合，それは，結果において，そうな

る，と，いうだけのことである。副次的なものであるにすぎない。その本来の

主旨ではない。だから，それが，支配者にとって，有利であるかぎり，民衆の

不利のごときは，かならずしも，考慮の対象とはならなし、。民衆，と利害相反

する場合でも，なお，かつ，強行きれる。武帝が世を去り，昭帝がついで立つ

におよび，その即位六年，郡国に詔し，賢良文学の士をあげ，民の疾苦すると

ころ，教化の要を間へるに，皆，対えて」、う。 r願はくは塩鉄・酒権・均輸の
官を罷め，下と利を争うことなく，示すに節倹をもってし，しかる後，教化興

すベしJ51) と。 そして元帝即位して，在位の諸儒多く言う。 r塩鉄官，罷むベ
し 。民と利を争うことなかれ，と。上，その議にしたがう」問。それにも，か

かわらず， rその後用度足らず。ひとり，塩鉄官を復す」町。また，もって，そ
の支配者の利を先にし民衆の利を後にするを， うかがうに足る。そういっても

よいであろう。

もっとも，王葬の場合にも， r名壱古制に託し，五均・六莞を設け，以って
民利を奪う」聞と非難するものがないわけではなb、。

だが，王葬は， これらの改草を， r衆庶を斉うし， 井兼を抑える所以なり」
とし、ってし、る。

ま犬こし、う。

「奴稗の市壱置き，牛馬と蘭を同じうすu 民臣壱制1..-，其の命を顕断す，姦虐白人，

縁に困りて利号為し，人の妻子を略売するに至る。天心に逆らい，人倫にもとれ天

地の性 人を貴しとするの義を謬まる。j同

ごれによってもあきらかなるがごとし王葬の場合，それは支配者のためよ

りも，むしろ，民衆のためであった。そのことは，また，つぎのことからも，

51) 同上二十四，食貨志!第二十四，下。
52) 同上斗上a

53) 那珂遇世「宜那通史」和田靖訳(岩法文庫)，よ冊， 217頁U
54)、班固，向上p 九十九王葬伝六十九l 中。
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し功、うる。そう，わたくしは， おもう o つぎのことというのは， ほかでもな

い。 かれは， これら先人の思想・政策によってのみうごかされたものではな

い。それでは，ほかに，なにが，かれを，そうさせたか。かれを，そうさせた

ものは，そもそもなんであるか。それは，周代治至の世へのかれの追慕である。

そういって，よいかと，おもう。そして，そのことは，班固すら，みとめてい

るところである。その証拠に班固はしるしている。「葬 ・ー輿造するところある

ごとに，かならず，古に依り，経壱得んと欲す」と。そして，この場合，その

いうところの「古」は周代至治の世をさす。そのことは，おなじく，班固が，

王葬の井田制の復活を論ずる際，評して， r又ややもすれば，古を慕はんと欲
す」といっているによっても， あきらかであろう。 けだし， この場合， その

「古」が，周代至治の世をさ Fことは弁をまちて，はじめて，しるべきところ

では，ない。ぞれだからである。それに，ここに「経」というのは，いうまで

もなく，儒教の経典を意味す志。そして，儒教の経典は，周代至治の世をもっ

て，黄金時代とする。よって，その再現を希求する。したがって，儒教の経典

は，周制を誼歌し，美化し，理想化している。それだからであるの

主ことに，王葬の場合，それは，周代至治の世への追慕より発する。そうい

うことができる。しかしながらしからば，その周代至治の世への追慕は，そも

そも，いづこより，来たものであろうか。それは，かれの儒教への傾到にもと

っしそう，おもう。まことに，主葬は儒教に傾到した。儒教に心酔した。い

な，儒教を狂信したといってもよい。そういってもよい。す〈な〈とも，わた

くしには，そうおもわれる。だが，それでは，その，傾到・心酔・狂信lまし、づ

こより来たったものであろうか。いま，それをたづねれば，いろいろのことが，

かんがえられる。

まづ，かんがえられることは，その時代の影響であろう。すなわち，春秋・

戦国の時代，いわゆる先秦時代，中国では，いうところの諸子百家がならびお

こった。かれらは，甲論乙駁した。思想界は百花煉欄，空前絶後の活況を呈し

た。しかるに武帝のときにおよんで，思想統ーがおこなわれた。それは儒教に
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よ芯ものであった。爾来，儒教が思想界に君臨した。儒教が世の尊信をもっぱ

らとするにいたった。そして，その勢は，ときとともにつよまる一方であった。

か〈て，王葬の時代，儒教は一世壱風廊していた。いかに，そうあったかは，

いま，司馬遷と班固を比較すれば，よくわかるとおもう。

司馬遷は武帝時代の人。したがって，かならずしも，儒教にとらわれること

がなかった。だからであろう。かれは，子讃についてこういうている。 νわく。

「原憲，糟糠にだも厭かず。窮巷に匿くる。子貢，粧を結び，騎を連ね，東島の幣，

以って諸侯に鴎亨L.至る所，国君も庭を分かち，これと抗礼せざるはなし。それ，

孔子壱して名を天下に布揚せしめたるは，子賞これに先後したればttれこれ，いわ

ゆる，勢を得て，而して，ますます，彰はるる者か。」明

しかるに，班固は後漢の人である。だから，儒教の影響を受けること，きわ

めて大である。その証拠に，この段. I史記」をそのまま引し、て I子積，闘

を結び，騎を連ね，束吊の幣，諸侯に鴫享し，至る所，国君も，庭を分かち，

これと，抗礼せざるはなし」という。しかしながら，そのあとが，いけない。

こういっている。いわく，

しかれども，孔子，顔淵を賢とし而して子績を識しる。日く。回や，それ鷲きか。
あ

しばしば空L。賜や，命を受けず，而して貨殖す。憶へば，しばしば中たる町。

また，もって，儒教が，いかに一世を風障するにいたったかをうかがうにた

るであろう。このような時勢の下において，王葬が，儒教に傾到し，心酔し，

狂信するにいたったとしても，おどろくにはあたらないであろう。それは，む

しろ当然である。当然すぎるほど当然である。そういっても上いであろう。そ

して，そうだとすれば，それは，なんら，あやしむをもちいぬところでなけれ

ばならないであろう。

しかしながら，それにしても，儒教の理想とする徳化礼治は，古代・人すく

なく・巧偽いまだおこらざる・単純素朴な小社会においては，あるいは，可能

でもあろう。人ようやく多く・巧偽すでにおこれる・複雑多岐な社会において

55) 司馬遷「史記」第一三九議，貨殖列伝，第五十九唱
56) 珪回「漢書」九十一，貨殖伝第六 l。
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は，おそらく，不可能であるといえよう。そして，そこでは，礼治にかわりて

法治が要請せられる段階じ入っていたこと壱ものがたも孔・孟が，道を諸侯

に説いて，容れられなかったのも，けだし，当然といへょう。秦が法家者流を

もちいて，ついに，天下統一の大業を成就したことは，また，もって，この理

法を証するに足る，と，なし得よれしたがって，前漢の世，武帝が儒教をも

って思想を統ーしてより，歴代，相承け相伝へて，儒教を尊崇したといっても，

もとより，それは， 政治上においては， これ， ただ， 表面壱よそおう形式の

み。その内容をなす実体は，法家の政策であった。 I塩鉄論」の大夫対文学賢

良の討論を引くまでもあるまい。前漢の宣帝のつぎの言音読めば，おもいなか

ばに過ぎるものがなければならないであろう。いわく。

漢家自ら制度あり。本，覇王の道を以てして，とれを雑う o ¥、かんぞ，徳教を純

任し，周政を用いんや。 1P--;Y， 俗儒，時宜に達辻ず，好んで古を是とし，今を井と

し，人をして名実において舷仲しめ，守る所壱知ιず。何ぞ委任するに足らんや町。

これによって，これをみれば，実際政治についてみるかぎり，その儒教の信

奉・尊崇は，いわばぜいぜい50パーセゾ卜 Eもいうべ青ところか。しかるに，

いま.王葬の信奉・尊崇の大なる名実・ともに.これにしたがい，これによろ

うとする。まさに 100パーセゾトともいうべきところ。まことに狂信とよぶに

あたいする。そういうをはばから血ものがあって存する。

つぎにかんがえられることは，かれの境遇であろう。すなわち，かれ自身:p:>

境遇がかれをかつて儒教に傾到せしめるにし、たヮた。儒教に心酔せしむるにい

たった。儒教を狂信せしめるにいたった。そう，かんがえられるのである。け

だし，元后によって王氏一門がときめく。その子弟が，とき壱えがおに.1多廊，

輿馬声色侠遊を以って相高うする。しかるに，かれ，ひとり，不幸，その父の

早死のため，孤貧である。そのことは，すでに，ふれたところのごとくである。

ところで，このような境遇の下に立たされたる，かれが，退いて書に親しむに

いたったとしても，ふしぎではあるまい。いな，かれらへの反援が，いっそう，

57) 班固「漢書」九，元帝帝己第九。
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そうさせることになる。そう想像することさえ，できるであろう。さらに，想

像をたくましくすることが，ゆるされるならば，学問で来い，という気にもな

るであろう G 学問でみかえしてやろう，と，いう気にもなるであろう。そうい

う意気で，学にはげみ，学に弓 tう「む亡とにな呂であろうの手のように，かん

がえることだってできるであろう。できないわけでは，ないであろう。しかし

ながら，それは，学聞を戸誉を得るための手段とするものである。したがって，

そこには，偽善につながるものがある巷おぼえないわけには，いかない。そう

いうことになるでもあろう。しかしながら，そうすると，主葬を，その偽善者

なりとする説からまもろうとするわたくしが，みづから敵に糧をおくるの愚を

おかすことになるでもあろう。しかじながら，名のたかきをもとむることは，

かならずも，しりぞけらるべきところには属しない。そういっても，よいので

はなかろうか。たとえば，孝経には. I身体髪膚これを父母に受いあえて里丘

傷せざるは孝のはじめなり o 身骨立て，道をおこない，名を後世に揚げるは孝

のおわりなり」関〉とある。そういうと， あるいは大聖・孔子が I人知らずし

て，いきどうらざる，また，君子たらずや」町といえるをもち出してくる人が

あるかもしれない。しかしながら，そこには，孔子のまけおしみの情がうかが

えはしないであろうか。すくなくとも，そういう孔子において，名をしられる

ということにこだわりをもつひとをみることは，できないであろうか。そうい

えば，大聖に対して，胃潰となるであろうか。

それはともかく，この場合，かれが儒教にこころざすにいたったのは，単に""

声誉をもとめるしたごころあってのことにすぎなかった，ということだけでは，

かれが偽善者でなければならないということには，ならないであろう。かれが

偽善者であるためには，かれの儒教への傾到・心酔・狂信が，単に，声誉壱も

とむるためのみせかけにすぎぬ，ということが，なりたたねばならないであろ

う。それは，かれの本心ではない，正い弓と}てが，な旬たたねばならないで<l!o

己8) 孝経」

59) 論語」学問第一。
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ろう。しかしながら，そういうことが，はたして，なりたつものであろうか。

ひとはしらず，わたくしは，すくなくとも，わた〈しは，それがなりたたねば

ならぬとする理由をみいだすにくるしむものである。けだし，世には「みいら

とりが，みいらとなる」ということがある。 rうそから出たまことJというこ
ともある。かりに手段として儒教の門に入ったとしても，堂にすすむうちに，

ついに，傾到し，心酔し，狂信するにし、たるということは，あり得ないことで

は，あるまい。い社，大いに，ありうるところである。そして，この場合，と

くに，そうであZ。そう，いってもよい。そう，いうことが，でき'"。す〈な

くとも，わたくしは，そういいたいのである。なに壱もって，そういうか。そ

の理由は，つぎのごとくである。

まづ，第一に，かれの井田制の復活をみよ。井田制は， もと，崩壊すべくし

て崩壊したものではなかったか。そして，それは，崩壊してより，すでに，久

しきを経たものでは，なかったか。また，快復すべくもないものではなかった

が。げんに，かれ以前，武帝の世，萱仲昔予が，その廃絶を慨して，名田の策壱

上奏した。哀帝の世，師丹は限田策壱献言した。そして，いづれもこと，ここ

ろざしと，たがうた。ことに，後の場合は，壬葬在世中のことである。かれは，

したしし眼前に，それをみているのそれにもかかわらず，あえて，前者の轍

をふむをためらわない。儒教への傾到・心酔・狂信なくして，いかにして，可

能であろうか。儒教が，単に，戸替をもとむるための手段にすぎ白場合，それ

は，いかにして可能であろうかc 班圃は，王葬のこの断行を.r時宜を度らず」聞
といっている。それはまことに，評し得て妙というべきところである。それほ

どのことが，儒教への傾到・心酔・狂信なくして，いかにして可能であろうか

。これ，わたくしが，王葬の儒教への傾到・心酔・狂信を，あえて肯定するー

の理由であz。
しかしながら王葬を憎悪するものたちにいわせれば，ぞれは，かれに先見の

明がないことをものがたる，というでもあろう。すると，それは，かれは頭が

60) 班固，同七二十四I 食宜志第四七
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わるかった，ということを証することになるでもあろう。いな，班固が I時

宜を度らず」と評するとき，その意味するところは，実に，ここに，ある，と，

解すべきがごとくでもあろう。そう読みとるべきであるがごとくでもあろう。

しかしながら，あたまがわるいということは，右の「狂信」を否定す志ことに

はならないロ頭がわるいということは，一つのことである。 I狂信」というこ

とは他のことである。三つのことは，ちがったことであ00おなじことではな

U 、。もっともあたまがわるしサ、ら，狂信するということもありうる。それは邪

教淫澗等の場合みられるところではないか内そういうひ左が，あるかも，しれ

ない。そういわれれば，そのとおりでも，あるであろう。そして，その場合，

あたまがわるいということと，狂信とは，ちがったことではない。おなじこと

である。そういわなければならないであろう。しかしながら，その場合，それ

は，狂信を肯定する所以でこそあれ，それを否定する所以ではない。だから，

それは，わたくし，にとっては，むしろ援軍というべきである。箪食壁媛，こ

れをむかうべきがごと〈である。しかしながら，わたくしは，あえて，それを

しない。なぜか，もし，そうすると，あたまがわるいから狂信しなかったとい

う場合はどうカ』そういって，つめよるものがあらわれるとき，わたくしは，

わたくしの主張を撤回せねばならないことになるかもしれないわけであろう。

しかるに，それは，わたくしの欲しないところである。それだからである。あ

だしごとは，さておしあたまがわるいということは，右の狂信を否定する所

以ではなh九というと，かれのあたまのわるいということ壱，肯定したように，

とられるかもしれない。そういうおそれがある。しかしながら，そうとられる

ことは，わたくしの本意ではなし、。わたくしは，かならずしも，かれのあたま

担わるいとは，おもわない。だから，そうとられ志のは迷惑である。だから，

ひとこと，ここに，かれのために，弁じて，おきたい。わたくしは，かれはあ

たまがわ呂いとはおもわないn わたくしは，あえて，そういう。なにをもって，

そういうか。それは，こうである。かれは，当代の多〈の学者壱自家薬籍中の

ものとしている。その中には，劉散・楊雄のごとき大学者もいる。そして，か
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れらは，みな，かれを礼賛した。かれのために忠勤をはげんだ。もし，かれの

あたまがわるかったとすれば，いかにして，かくのごときをうると左ができる

であろうか。だが，そういうと，ひとは，あるいは，いうでもあろう。かれら

は，腐儒・曲学阿世の徒のみ，と。もとよれそういってしまえば，それまで

のことである o また，なにおか，いわんや，である。しかしながら，かれらと

いえども，大学者である。なにも，すきこのんで，学を曲げ，世におもねるこ

とをするものとも，おもわれ向。かれらを引きつけるだけのものが，王葬の方

にあったのである。それだけ，王葬がえらかったのである。そう L、うふうに，

かんがえても， よいのではあるまいか。 だが， いづれにしても， ここのとこ

ろ，関係は，きわめて，微妙である。これをたとえれば，ピッチャ とパヅタ

ーの関係のごときものでもあろうか。パッタ が三振でうちとられる場合，パ

ッタ が駄目なのだ，と，いってしまえば，それまでのことである b 世の高名

の野球評論家など，あるいは，口をそろえて，そう，いうかもしれない。しか

しながら，だか白といって，グレート・バッターが三振にほおむられるのは，

ピヅチャーがうまいからであると，かんがえることは，はたして，できないも

のであろうか。そうし寸評論家は，はたして，へポ評論家ということに，なら

ねば，ならなし、， ものであろうか。

つぎに，第二に，かれの死にのぞんではなてる最後のととばをきけ。史はっ

たう U 叛徒四方1:蜂起。洛陽を陥れ，宮閥壱犯し，火争放ちて王葬に迫る。時

に，葬，火を宜宗肢に避け. I紺拘服，爾，鞍壱帯び，虞帝の乙首を持ち向J.

「旋席，斗に随ひて半し問Jて， 日く。 I天，予に，徳を生ず。漢兵，それ，

予を如何せんや伺'Jと。 ひと，これ壱きいて，あるいは，ー幅のカリカチュア

ーのモチーフをもとむべしと，わらうでもあろう。あるいは，一場のコメディ

ーのγーγをみるべしと，興ずるでもあろう。しかしながら，わたくしは，す

くなくとも，わたくしは，わらはない。わたくしは，興じないっわたくしはし，

61) 班圃「漢書」九十九，主葬伝第六十九下。
62) 同上。

6回 向上。「天生徳於予。漢兵其如予何。」
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はすくなくとも，わたくしは，これをきいて，嘆ぜざるを得ない。「葬の儒教え

の傾到，心酔，狂信，ーに，乙こにいたれるかJと。語にいわずや。 I鳥のま

さに死なんとするや，その声哀し。人のまさに死なんとするや，その言著し」

と。そして，この場合，その言たるや，実に，孔子のそれの復唱にほかならず

とかんがえられにおいておや告の。けだし，ことなるところは，ただ，わずかに，

「漢兵」と「恒雄Jの二字のみ。もっとも， .JL子は，その言のごとく。命をま

っとうし，王芥はその言にもかかわらず，命をおとしたちがし、はあるが。これ，

わたくしが，王葬の儒教への傾到・心酔・狂信壱，あえて，肯定せんとする，

いまーワの理由である。

以上，わたくしは，王葬の社会思想をながめてきた。しかも，あまりにも，

ながながと，ながめてきた。ために，わたくしにゆるされた，紙数もすでに，

はるかに，こえてしまった。ベγ とるわたくしの手も，ょうやしっかれをお

ぼえるにいたった。わたくしは，ここらで，わたくしの，とのったない，エッ

セーをおわろうとおもう o しかしおわりにあたり，わたくしは，つぎのごとく

し、し、たし、。

わたくしは，王葬の社会思想を3 井田の復活と五均・六第の設置を通じて，

うかがった。そして，わたくしは，それらのもののおくに，今日においていう

ところのソーγ ャリズムに通ずる思想をみいだす。

そして，わたくしは，それを通じじかれが周室至治の世を理想とし，それを

再現せんとする意図をみとめる。しかるに，周室盃治の世は，ゆめはるかなる

遠いむかしの世界である。しかも，儒家の理想の産物にすぎ向。そして，その

意図は， Iむかしをいまになすよしもがな」とするねがいに出づる o それは，

必然にもとづくものではない。ぞれは，進化の法則にそうものでもない。しょ

せん，ぞれは，ーのユ トピア思想以外のものではない。

64) r論語」述而第八. r天生徳於予ロ橿魅其古口予何。』
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しかるに，ユートピ7'/・ソ一、ンャリズムは，その名のものがたるがごとく

である o そのはじめは，単なる思惟の世界の存在である。しかしながら，それ

は，やがて，現実の世界にちかづしそういう傾向がある。けだし，理想は空

想にはじまる。しかしながら，それはいつまでも，空想にとどまらない。それ

は，しだいに，現実にちかづく。そして，現実にちかづくほどに，やがて，そ

の実現壱志向することになるロそういうものである。それはやみがたい・ひと

の情というものである。かくて，十九世紀の初期，西欧のユートピァγ ・ソ

~ンャリスト，ロパート・オーェ γはそのユートピアを~tアメリカのー・ハ

ーモエーにおいて，実現せんとこころみた。フーリエーの徒も，おなじく，北

アメリヵの各所に，かれらのユーピアを建設しようとこころみた。そして，わ

が二七葬のなしたあとも， また乙れら，と，挟壱ーに「る。すくなくとも，主旨

においてことなるところはない。そういうことができる。そして，ことなると

ころがない，といえば，さらに，そのいづれもが，こと，こころざしと反し，

中道にして坐折しているところまで，ことなるところがない。撲をーにしてい

志。しょせん，ぞれは，ユートぜアソ・ソージャリス干の負わねばならぬ，か

なLき宿命でもあろうか。

ただし，とこに，ことなるところが，ただひとつだけある。十九世紀，西欧

に出でたる，ユートピア y ・ソ一、ノャリストは，いづれも，その失敗にもかか

わらず，入類愛の闘士として敬愛壱うけている。思想界のパイオニ7として尊

崇せられている。しかるに主葬のみは，そうでない。纂奪者として非難されて

いる。偽善者として軍事摩されている。冷血漢として憎悪せられている。かくて，

ユートピア γ ・ソー立ャリストとしてのかれの美はほとんEかえりみられてい

ない。おなじく，三忠一下ピ7'/・ソ-S/ャリストであるにもかかわら1:'，その

死後の運命のわかれること，何ぞ，ぞれ，かくのごと〈はなはだしきや。わた

くしはそれ壱かなしむ。かれのために，一掬の涙なきを得ない。すなわち，い

ささか，かれのために弁じて，このー篇を草する， と，いうのみ。地卜の王葬

の霊，はたして，わたくしの徴意を受けるやいなや。




